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◉�受講生はプレイスメントテストにより初級から上級までの３つの

レベルに分けられ、それぞれのレベルでライティング、リーディ

ング、コミュニケーション、グラマーの 4 コースを受講します。

◉ �2014 年度からレスブリッジ大学での研修を本学の「英米文化特

別演習｣（２単位）または「国際文化特別演習｣（受講科目に応じ

て12〜20単位）として履修可能となり、研修終了後にレスブリッ

ジ大学から送られてくる成績評価に基づき、学部教授会で単位認

定されます。

レスブリッジ大学のアクティビティ【日本庭園やウォータートン国立公園等】

様々な国からの留学生たちと

生きた英語力を身につけ、より流暢に英語を話し、多様

な価値観と国際性を涵養するためには、教室だけでは不十

分です。さまざまなアクティビティを通して、豊富な体験

をすることも必要です。

例えば、ある参加学生は、日本語を学ぶ同世代のパート

ナーと休日に日本庭園や英語環境のなかの日本文化イベン

トのお茶会に参加したり、和食レストランに行くなどのア

クティビティを通して、とても感動したという体験談を報

告しています。あるいは、金曜日は授業が早く終わるので、

放課後にバーに行き、お酒を飲みながら話し、カナダ人の

ほぼ全員が踊れると言われているラインダンスを教えても

らったり、普段の授業の日もパートナーとお昼を一緒に食

べたりすることで、よい友人関係を築き、帰国するときに

ⓐ日本庭園　ⓑ日本文化イベントのお茶会　ⓒⓓウォータートン旅行

c

a

d

b

①②③レスブリッジ大学の教室で　④修了式で

化背景を持つ人々と授業を受けることになります。また、ホームステイや世界各国からの留学との交流を通して、ある

いは日加文化活動の参加と国立公園への探訪などの体験を通してカナダ文化に触れ、多文化主義をも体験することがで

きます。

は離れたくなくてとても寂しかったという話もありました。戦前から日本と特別な関係があるレスブリッジ市ならでは

の体験ができるそうです。

また、Waterton National Park（ウォータートン国立公園）を散策した学生は、同じプログラムに参加した韓国から

の留学生と一緒に行動し、英語を通してカナダでの異文化を体験しています。ハイキングで川の近くまで迫ったとき、

壮大な湖と雄大な自然に感動して撮った風景は、どれもこれも絵になるような写真ばかりだったそうです。

参加者全員は、市民ホールで開かれたレスブリッジ市主催の国際留学生のための「グローバル・ナイト・パーティ」

に参加しました。ゲーム、会話、ダンスなどで（食事込みで $2 のみ）、大いに楽しんだとのことです。



15

ESSAY
忘れられない４か月

１部英米文化学科２年
KISHIMOTO Marin
岸本 茉凜

識が私の中から離れなかったのですが、この 4 か

月の留学のおかげで、英語はコミュニケーションの

一つなのだということが心の底から実感できました。

今後は 4 か月で身に付けた英語力の維持だけでは

なく、将来仕事でも英語を使いたいと思っているの

で日々向上に努めていきたいと思います。もし留学

を考えているのであれば、この 4 か月プログラム

は自分の英語に対する意識や、さまざまな知識や経

験を得るには十分な期間ですのでぜひ参加してみて

ください。

カナダでの 4 か月間の留学生活は私の英語に対する捉え方や今後への

目標を大きく変えるものとなりました。さまざまな人と出会い、文化に触

れ、時には授業や宿題に追われたりと、毎日目まぐるしく、充実した毎日

を送りました。授業はクラスのレベルや担当の教授にもよりますが、私が

いたクラスは英語を学ぶというのはもちろんなのですが、英語を使って何

か新しいこと、たとえば科学について学んだり、記事や物語を読んで、作

者の伝えたいことを読み取ったり、そこから教訓を学んだりするという授

業スタイルがありました。授業を受けて強く感じたのは、英語力があって

英語が喋れるというだけでは難しいと思いました。客観的に問題を見る力や論理的に考えて発言し相

手を納得させる力などが必要だと感じました。一つの授業はだいたい２時間半で一日２教科しかない

ので、学校自体はすぐ終わるのですが毎日宿題が出されるので、放課後は宿題をし、時間を見つけて

友人と遊びに出かけたりなどしました。友人たちと時間を共にするのはとても毎日楽しく、異国の文

化や情勢を知るとてもいい機会になりました。ホームステイ先ではホストファザー、ホストマザー、

そして韓国からの留学生と私の４人で暮らしていました。ホストファミリーの２人はもう 20 人近く

も学生を下宿させているということで慣れていましたし、とても親切でした。夕食時には４人がそれ

ぞれ、その日にあったことや、気になったニュースについて話したり、ホストファミリーの生い立ち

を聞いたりとても有意義な時間を過ごしました。ホストファミリーと日常を共にし、一緒に出掛けた

りすることはカナダ生活の大きな思い出の一つになりました。

カナダへ行きそこで生活する前は、英語というのはどうしても私の中のどこかで「勉強」という意

参加者エッセー

ホストファミリーと

Lethbridge
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ESSAY参加者エッセー

レスブリッジ滞在を通して
１部英米文化学科２年
NISHIZAKI Sota
西崎 壮太

それとの決定的な違いはディスカッションに重

きを置いていることと学生たち自身の発言の数

の多さです。学生たちは皆競うように挙手をし

て発言し、自分の思うところを自由に発言する、

時には教師よりも学生たちの発言のほうが多い

と感じられる授業も少なくありませんでした。

このような学生の自主性があふれた環境で勉強

した経験は英語で積極的に話すことに慣れるこ

とにもつながりましたし、何より自分自身の英

語に対する自信につながりました。

今後は EAP で培ったことを無駄にせずより

一層、英語力の向上に努めるつもりです。最後

にこれからこの語学研修に参加する人に一言、

海外にいるからといって英語を話す機会を作る

努力を怠っては日本にいるのとあまり変わりま

せん。大切なのは積極性です。応援しています。

私は国際文化特別演習に参加し、約4 か月間カナダ、アルバータ州のレ

スブリッジという町に EAP を受講する学生として滞在しました。私にとっ

ては初めての海外だったので、来た当初は見るものすべてが新鮮に感じら

れ、中でも午後９時を過ぎても日が完全に沈み切らなかったことにカナダ

が日本とは違う異国なのだと実感させられました。

私の滞在していたホームステイ先はホストマザーと彼女の息子、さらに

別のカナダ人と韓国人の子が共にホームステイしていて、私と合わせて合

計５人で暮らすとても賑やかな家でした。彼らとの会話も大学で学ぶのと

同じくらい英語の勉強になりました。ホームステイで日本とカナダの文化の違いに多少戸惑うことも

ありましたが、それも同様に貴重な経験になったと感じています。

大学においては英語能力の総合的な向上を目的とした EAP の一学生として、様々な国からの留学

生と共に学びました。EAP の授業では日本と同様に教師が前に立って授業をします。しかし日本の

写真上：大学キャンパス、下：ホームステイ先の自室　　　
　

Lethbridge
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ESSAY
レスブリッジでの英語学習

１部英米文化学科２年
HASEGAWA Keisuke
長谷川 啓祐

のためにも留学を通して大切なこと

は、自分から話しかけたり、質問し

たりする勇気やミスを恐れないこ

とだと思いました。4 か月間勉強し、

ネイティブスピーカーと話していく

中で多少の英語の伸びは感じること

が出来ましたが、自分の満足するも

のには到底及びませんでした。しか

し、この経験を通して得たものは計

り知れず、本当に貴重な体験が出来

ました。この経験や体験を今後の英

語学習や生活に活かし、また発信し

ていきたいと思います。

今回、北海学園大学に入学してから一つの夢であった国際文化特別演習

に参加させてもらいました。カナダのアルバータ州にあるレスブリッジ大

学で英語を勉強する機会をいただき、約４か月間レスブリッジで留学体験

をしてきました。カナダでは様々な異文化体験をすることが出来、日本と

の違いに驚かされることも多くありました。レスブリッジは小さな町で自

然が多く、また地域の人々もとても温かく過ごしやすかったです。レスブ

リッジ大学での EAP（English for Academic Purpose）の授業は少人数制

で 1 クラスが中国・韓国・ブラジル・ベネズエラなど世界中から来た留

学生約15人で構成され、Writing、Reading、Grammar、Communication の 4 つのクラスがありました。

授業を通して英語を学ぶのはもちろん、他の留学生からその国の文化や習慣など様々なことを学ぶこ

とが出来、毎回の授業はとても濃いものでした。日本とは少し異なり教師と学生の距離が近く、自分

たち学生もリラックスしながら授業を楽しむことが出来ました。EAP が終わる学期末には、教室で

映画を見たりクラスのみんなとゲームをしたりと最後まで楽しい 4 か月間でした。

この国際文化特別演習での 4 か月間を終えて、言語習得の難しさや英語の重要性を改めて感じま

した。英語を話せるようになるためには、とにかく話す機会を増やし練習することが大事であり、そ

参加者エッセー

ウォータートン国立公園の小旅行で

Lethbridge
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Why Lethbridge?
If you want to learn about a culture, learn the language.”

Karen Smith is a newcomer to the International Center for Students (ICS), but she has 

been working in this area for a long time.  She brings a unique skill set and lot of 

confidence and enthusiasm to her job as manager of Language Services at ICS.

Karen loves languages and linguistics. “Linguistics is my heart, language learning is my 

soul,” she says.  A natural linguist, she picked up Chinese during her four years there 

doing volunteer work and doing an internship in Hong Kong.  She trained in English as a 

Second Language and has been a language teacher. Even now, she continues to read a number 

of professional journals in linguistics. In fact, she is excited about recent developments in this 

field that she “adores”.  

Karen clearly has a deep respect for other cultures.  While in China, she became deeply 

immersed in Chinese culture.  She enjoyed meeting friends’ families in remote villages 

just as much as she enjoyed the excitement of Hong Kong. This same respect can be seen 

when she reminisces about some former students from Mexico who were committed to 

preserving their indigenous Mayan heritage. 

Karen explains that all of the ICS staff members have 

a deep commitment to students, and that all ICS 

teachers and administrators share these same values. “I’m 

proud to be here at the University of Lethbridge.”

Karen Smith
Manager, Language 
Services

Interview with Karen Smith, Manager of Language Services

ウォータートン旅行 授業

“

As business manager, Karen Smith loves putting together new language programs. Here at Lethbridge, she looks 

forward to setting up custom programs that link culture to language. She envisions language courses that focus 

on Alberta’s unique geology and indigenous culture. In this way, during excursions to places such as Head Smashed-in 

Buffalo Jump, students will be able to hear and read the same vocabulary that they learned during class. 
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●説明会　（仮申込書配布）
●仮申込締め切り
●面接、参加者発表

1 月上旬

4 月上旬

2月上旬

　　下旬

　　下旬

　　中旬

　　中旬

●第2回オリエンテーション　（グループワーク、保険、外貨両替などについて）
●第1回オリエンテーション　（スケジュールの案内＆パスポート申請などについて）

●第3回オリエンテーション　（グループワーク）

●合同説明会　（プログラム紹介）

●第4回オリエンテーション　（グループワーク、過年度参加学生との質疑応答）

●第5回オリエンテーション＆結団式　（ホストファミリー情報、最終注意事項の確認など）

●研修スタート　（約３週間）

●９月下旬、研修終了

●参加者発表
●Mini-TOEIC テスト
●仮申し込み締切

●説明会（プログラム紹介、仮申し込み書配布）

国際文化特別演習の場合（14週間） 英米文化特別演習の場合（3週間）

●報告書提出　（研修を終えてのエッセー）

●本申し込み締切

●本申し込み締切

●オリエンテーション　（申込書の作成）

●報告書提出　（研修を終えてのエッセー）

●研修スタート　（約 14 週間）

●12月中旬、研修終了

5 月上旬

　　中旬
　　下旬

6月下旬

11月上旬

7月下旬

8月下旬

１月上旬

9月上旬

10月下旬

※年度により、スケジュールが変更することもあります。

●パスポート

● オリエンテーション

研修までの流れ　



International Programs in Language and Culture 2015 20

研修大学 研修期間 参加学生数 委員

第 1 回
米坂スザンヌ

上野誠治

ジェレミ・ブシャー

研修大学 研修期間 引率教員 参加学生数 委員

第１回 ブロック大学 平成12（2000）年度
7 月 7 日～８月 13 日

宝利尚一 １8 名
（男子 7 名、女子 11 名）

米坂スザンヌ

米坂スザンヌ 岩崎まさみ

第２回 ブロック大学 平成13（2001）年度
7 月 8 日～８月 12 日

井上真蔵 22 名
（男子 5 名、女子 17 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ 岩崎まさみ

第３回 ブロック大学 平成14（2002）年度
7 月 7 日～８月 11 日

桑原俊一 20 名
（男子 3 名、女子 17 名）

米坂スザンヌ

上野誠治 岩崎まさみ

-
米坂スザンヌ

岩崎まさみ

大石和久

第４回 ブロック大学 平成16（2004）年度
9 月 4 日～ 9 月 26 日

米坂スザンヌ 25 名
（男子 2 名、女子 23 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ 岩崎まさみ

第５回 ブロック大学 平成17（2005）年度
9 月 4 日～ 9 月 25 日

24 名
（男子 4 名、女子 20 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ

中川かず子

第６回 ブロック大学 平成18（2006）年度
9 月 3 日～ 9 月 24 日

20 名
（男子 6 名、女子 14 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ

中川かず子

第７回 ブロック大学 平成19（2007）年度
9 月 2 日～ 9 月 23 日

22 名
（男子 4 名、女子 18 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ

中川かず子

第８回 ブロック大学 平成20（2008）年度
9 月 1 日～ 9 月 21 日

桑原俊一 23 名
（男子 0 名、女子 23 名）

岩崎まさみ

本城誠二 上野誠治

-
岩崎まさみ

上野誠治

第９回 ブロック大学 平成22（2010）年度
9 月 5 日～ 9 月 26 日

27 名
（男子 5 名、女子 22 名）

米坂スザンヌ

岩崎まさみ

中川かず子

第 10 回 ブロック大学 平成23（2011）年度
9 月 4 日～ 9 月 25 日

田中洋也 26 名
（男子 5 名、女子 21 名）

米坂スザンヌ

ウィルマ・ルース 寺田吉孝

第 11 回 ブロック大学 平成24（2012）年度
9 月 3 日～ 9 月 23 日

岩崎まさみ 24 名
（男子 8 名、女子 16 名）

米坂スザンヌ

ジェレミ・ブシャー 田中綾

第 12 回 ブロック大学 平成25（2013）年度
9 月 1 日～ 9 月 22 日

上杉忍 13 名
（男子 3 名、女子 10 名）

米坂スザンヌ

ブリックリン・ゼフ テレングト アイトル

第 13 回 平成26（2014）年度
8 月 31 日～ 9 月 21 日

米坂スザンヌ

田中洋也

テレングト  アイトル

第 14 回
ジェレミ・ブシャー 米坂スザンヌ

上野誠治

ジェレミ・ブシャー

平成 15（2003）年度　SARS の流行により中止

平成 21（2009）年度　世界流行のインフルエンザにより中止

栗原豪彦

米坂スザンヌ

中川かず子

イアン・マンビ

上野誠治

池内静司

岩崎まさみ

ウィリアム・ケイ

柴田崇

米坂スザンヌ

ブロック大学

レスブリッジ大学

ブロック大学

レスブリッジ大学

ブロック大学

レスブリッジ大学

３名（男子１名、女子２名）

３名（男子２名、女子１名）

14 名
（男子 2 名、女子 12 名）

14 名
（男子 2 名、女子 12 名）

平成27（2015）年度
9 月 6 日～ 9 月 27 日

平成27（2015）年度　9月8日～12月18日

平成27（2015）年度　9月9日～12月17日

12 名
（男子 3 名、女子 9 名）

最少催行応募人数の 10 名に至らなかったため中止

海外研修事業の歴史
■人文学部 英米文化特別演習╱国際文化演習 実施一覧表

■人文学部 国際文化特別演習 実施一覧表
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Photo GalleryBrock & Lethbridge
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北海学園大学　人文学部
〒062-8605　札幌市豊平区旭町4丁目１番40号
TEL：011- 841-1161（内線2132）
FAX：011- 824-7729
北海学園大学 URL：http://hgu.jp/
北海学園大学人文学部 URL：http://human.hgu.jp/
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